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Abstract

“Himuro” as a cellar of snow stored in Kanazawa is treated with the object of its history and

usage of the stored snow. There were “Himuro” of Kanazawa castle in the Edo period and

“Himuro”s in Kanazawa city-aria after the Meiji period. The “Himuro” of Kanazawa castle was a

small construction and was established for storing snow of a ceremony purpose. On the other

hand, the “Himuro”s after the Meiji period were large constructions and were set up for storing

snow of medical, eat-drinking and cooling purposes. Generally, “Himuro” in Japan means a cellar

of ice. It is a question why the Kanazawa’s snow cellars have been called as “Himuro”. The

“Himuro” in Kanazawa is considered to come after “Himuro no hi” as a ceremony day of first June

since the Edo period. It is well known that the Lord Maeda of Kanazawa in the Edo period had

sent the stored snow to the Shogun Tokugawa in Edo castle on the day of “Himuro no hi”. By the

way, there is a simple question that the stored snow could be sent from Kanazawa to Edo

(500km) in summer time. In this paper, a possibility of the sending is discussed with some old

documents and an experiment of ice melting. The sending of snow from Kanazawa to Edo in

summer is rather possible, but it is not a rational act because of many reasons. Finally, we

mention a “Himuro” in the Kenrokuen-Garden whether it existed or not in the Edo period.

１．はじめに

慶応３年（1867）８月に英国の外交官アーネスト・サトウが，陸路，七尾から金沢を通って

大坂に向かった記録が「一外交官が見た明治維新」に残されている1）。加賀藩の役人に案内さ

れながら，森本と橋場の間の「金沢の白い城壁が松林の上からのぞいているのが見え出し」て

から金沢の「町が見える所まで来ると」街道から「手近な一軒の家」に案内され，そこで果物
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とともに「町の裏山から取って来た凍雪」などを振る舞われている。おそらく大樋町付近の茶

屋での話と思われるが，幕末の金沢における夏場の接待の場に，飲食用の雪が用いられていた

ことがうかがわれる。サトウは七尾に来る前に船で新潟に寄港しており，そこでも「当時の日

本で氷の代用をつとめていた凍雪」を見ている。また，天保６年（1837）から天保13（1842）

年にかけて出版され，越後塩沢付近の雪国の変わった暮らしや風習を紹介して江戸で大評判に

なった「北越雪譜」にも，夏場に山陰の残雪を飲食用に提供する茶店や塩沢の雪売りの話がで

てくる2）。金沢では，文化５年（1808）６月朔日の氷室の日に，町人も祝いの雪氷をやり取り

していたという（「鶴村日記」3））。このように，江戸時代後期に北陸地方では夏場の雪氷の利

用が，量的にはともかくとして一般的に行われていた。その後，明治・大正・昭和初期の時代

に日本では，夏場に雪氷の利用が交通の発達や人々の生活習慣の変化にともなって爆発的に行

われるようになる。しかし，この天然の雪氷の利用は，機械式製氷技術の発達や電気冷蔵庫の

家庭への普及に従って，顧みられることもなくなっていく。近年，湯涌温泉で観光用の氷室が

復元されたり，北陸の雪氷利用に関する調査研究が氷室・雪室に関連していくつか行われて

いる4-6）が，歴史の闇の中に埋没しつつあるのが現状である。

この小論では，金沢における雪氷利用の変遷を，旧暦六月朔日の氷室の日との関係から論考

する。特に，金沢城にあったとされる氷室の実態や，簡単な実験とともに加賀藩が氷室の日に

将軍家に献上したという雪氷の輸送の問題を考察する。

２．金沢の氷室

金沢城玉泉院丸の氷室

金沢城では，藩政期の第五代藩主綱紀（松雲）候の時（元禄６年（1693））に，玉泉院丸に

氷室が設けられたことが分かっている。加賀藩の公文書の整理を明治時代に依頼された森田平

次の「金沢古蹟志」7）によると，この氷室は，二間四間の大きさの穴蔵で，戸室石を用いてつ

くられたとされる。図１に示すように，金沢城の南西端で，現在の県立体育館の玄関先付近に，
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図１ 藩政期における金沢城「玉泉院丸絵図」8）の氷室の位置と現在の県立体育館周

辺配置図。⑤は北島俊郎「金沢の氷室」4）の番号づけによる尾山神社南側氷室跡。



東西に長軸を持つ形で位置していたことが絵図で確認できる8）。しかし，この氷室の実際の構

造については明らかではない。用途としては，冬季に清浄な雪を木箱に詰めて，氷室の穴蔵に

納め，木箱の周りに雪を詰めて，旧暦六月朔日の氷室の日にとり出し，藩主の召し上がる氷と

して用いたとされる。この氷室の雪詰めや管理は，露地（庭）担当の手木足軽があたっている。

氷室に隣接する建物には，手木足軽の詰め所があったことが，絵図8）から確認できる。

兼六園の氷室跡

金沢城関連の氷室として，兼六園の氷室跡と伝えられるものもある。藩政期に兼六園の山崎

山の山背に土窖を作り毎年冬季に白雪を貯えて翌年の六月朔日の氷室の祝いに氷を侍臣に賜う

などの事があった，という記載が明治27年（1894）の「兼六公園誌」にある9）。藩政期の文書

には確認できないのであるが，この記述以降の兼六公園の詳細図10）（明治37年（1904））やそ

の後の兼六園案内図，金沢公園唱歌11）（51，52番，明治41年（1908））などに，兼六園南東隅

の池が氷室跡として記載されるようになる。現在は，氷室跡として兼六園の東南隅の15ｍ×30

ｍの池のそばの空き地に看板が立ててある。この池が氷室として使用されたことについては，

藩政期の絵図等の検証から，否定的な見方もある。

加賀藩江戸上屋敷の氷室

藩政期の加賀藩の氷室では，また，江戸の本郷上屋敷において心字池の東北岸に氷室が設け

られていたことが知られている（江戸御上屋敷絵図（清水文庫）12），1840年代前半）。前田家に

仕えていた古老の話として，この氷室は，「徳川幕府に氷を献上」するために「冬の間に金沢

から氷を運んで貯蔵して置」く目的で作られたとある（「冷凍」13）大正15年（1926））。この古

老によれば，徳川幕府に氷を加賀藩から献上したのは，三代藩主利常の時代から十四代将軍徳

川家茂の時代までで，最初は「献氷の際には金沢から江戸まで長持ちに木の葉や笹をもって氷

を詰め足軽が担いで運んだ」が後には，上述のように「冬の間に」運ぶようになった。そのた

めの江戸屋敷の氷室であるとのことである。加賀藩の公式文書で確認できない話なので，この

氷室に関わる古老の話はどこまで信ぴょう性があるかは不明である。

近代金沢の氷室

金沢では，旧暦六月朔日（新暦７月１日）を氷室の日として謡曲の催しを楽しんだり，氷室

まんじゅうを贈答したりする風習があるが，大正期には「氷々，雪の氷，白山氷」14）と称し

て笹の葉に包んだ雪氷を氷室の日に売り歩いていたという。「これは医王山あたりで冬に雪を

穴蔵に突き入れて蓄蔵したものを切り出して」14）きた雪氷であるという。したがって，医王

山麓周辺には，雪を貯蔵する施設としての穴蔵がいくつか設けられていたことになる。医王山

麓の湯涌温泉では，観光協会が中心となって昭和62年に湯涌温泉の玉泉湖岸に氷室が復元され，

その後平成16年からは湯涌温泉薬師堂境内に新たに氷室が復元されて，雪詰めや氷室開きの行

事が行われている。

このような医王山麓の貯雪施設については，その実態が必ずしも明確にされていないが，金

沢市旧市街地に大正昭和期に設けられた氷室については，北島俊朗氏によって行われた聞き取

り調査の報告「金沢の氷室」4）（1982）である程度知ることができる。この調査で示された氷
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室（図２）は，二つの特徴があり，一つは小立野丘陵上に数多く設置されていたことと，もう

一つは巨大な敷地に巨大な穴を設け多人数の人夫で雪詰めしている事である。たとえば，明治

31年から昭和20年にかけて設置された①小立野２丁目十全病院前および②橋爪菓子店北側の氷

室は，雪穴の上部の大きさが170坪であり底面で80坪（８間×10間，15ｍ×18ｍ）深さが実に

5.4ｍもあり（図３），農閑期の田上集落の人を150人から300人ほど臨時に雇って雪入れをした

という。熱力学的な考察を待つまでもなく，貯雪量が増加すれば，消費時期の夏場までに残存

する量が増加することは当然のことであり，またその膨大な雪氷の供給に見合うだけの需要が

その時代に存在したことになる。
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図２ 金沢における氷室の位置図。Ｇは金沢城玉泉院丸の氷室，Ｋは兼六園の伝氷室

跡，①から⑮は北島俊郎「金沢の氷室」4）の番号づけによる近代金沢旧市街地

の氷室を示す。

図３ 金沢における氷室の大きさの比較。データおよび番号は北島俊郎「金沢の氷

室」4）による。



３．金沢の氷室と雪氷利用

上述したような金沢における貯雪施設としての氷室が営まれたということであれば，その雪

氷利用の需要とはいったい何であったのだろうか。

藩政時代の氷室と雪氷利用

藩政時代の雪氷利用については，貞享元年（1684）六月朔日に「御吉例のお祝いの氷」二荷

が倉谷四ケ村（倉谷，二又，日尾，見定）より城に納められたことが「改作所舊記」15）に編

纂された文書に記載されている。このとき肝煎や人足など10人が石川門から入って二の丸の御

台所に朝早く氷を届けており，後に手間賃として計四貫文が支払われている。六月朔日の氷室

の祝いの氷を倉谷から納めていたことについて，元禄15年（1702）改作奉行からの問い合わせ

に対して倉谷四ケ村の肝煎が経緯を上申している。それによると，倉谷四ケ村の者が陣屋の杣

役を勤めたことから天正12年（1584）に前田利家から諸役御免の書き付けをもらった。そこで，

そのころからお礼として六月朔日に氷を献上するようになった。五代藩主の綱紀が入国してか

らは，元禄５年（1692）まで献上している。金沢城の玉泉院丸に氷室ができた元禄６年からは

氷を納めなくなったが，城内の氷室に雪が残らなかった元禄11年には命じられて氷一荷を納め

ている。元禄13年には二荷を納めているが，元禄14年に運んだ氷の融けるトラブルもあったよ

うである。倉谷四ケ村の上申した由来を信じるならば，金沢城における雪氷利用は天正12年

（1584）まで遡ることができることになる。もちろんこの元禄期（1700年前後）の上申書は，

他にも二通りの解釈ができ，ひとつはその時期に雪氷献上の歴史をもっともらしく捏造した可

能性があることで，もう一つは，新しい領主として金沢に入った前田利家に六月朔日の祝い氷

として地元の山間部から献上されているならば，その時にはじめて確立された風習とは考えに

くく，さらに雪氷利用が時代を遡る可能性である。元禄16年にさらに尋ねられて上申している

内容では，天正12年の六月朔日の氷献上について，当時その日が祝いの氷を献上する日だとさ

れていたと読める記載になっている。そうであれば，それ以前の佐久間盛政や尾山御坊時代の

権力への氷献上の歴史があった可能性も示していることになる。今後の研究に待ちたい。

金沢の場合は保存雪であるが，このような六月朔日に用いる氷は，祝いの儀式の道具立てと

して用いられている。六月朔日の氷の献上を考えるとき，一つは延喜式に記載されている主水

司が宮中への夏場の氷を提供するために近畿五県に設けた官営氷室の歴史が関連していると考

えられる。もう一つは，徳川幕府が六月朔日を氷室の日として催しをしたという，氷を介した

江戸時代の封建制文化の側面である。少々長くなるが，金沢の氷室の位置づけを考察するため

に，日本の古代から近世における氷室と氷の利用の歴史について振り返ることにする。

よく知られているように，日本書紀の仁徳天皇六十二年の条に額田大中彦皇子が狩の途中に

都祁氷室の存在を知って天皇にその氷を献上したというエピソードが記載されており，それ以

降天皇家で夏場の氷を用いるようになったとされる16）。日本の氷室の歴史が日本書紀に記され

ているような仁徳天皇の時代（５世紀）に遡れるかどうかは不明である。しかし，仁徳天皇は

５世紀において現在の南京に都を置いた宋に盛んに使節を派遣した倭の五王の一人に比定され

ることがある。「宋書」によると孝武帝大明６年（462）に凌室（氷室）を設置して氷を貯蔵さ

せ，春分の日以降に儀式や飲食，喪葬用に用いたとある17）。近年までたくさんの氷庫（氷室）
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が営まれてきた朝鮮半島でも，新羅が智證麻立干６年（503）にはじめて役人に命じて氷を保

存させたことが記されている（「三国史記」18）巻第四の新羅本紀第四）。中国では古くから氷

室の運営や氷の利用は行われていた19-20）ようだが，日中朝鮮半島の交流の頻度を考えると，

５世紀ごろ日本に氷室の文化が伝わって来たことは一つの可能性としてあり得そうに思われ

る。日本書紀は710年に成立するが，奈良平城京の長屋王屋敷跡から出土した木簡に701年に相

当する年とともに都祁氷室の氷が運び込まれていることが記されていた20）。延喜式（927）に

は，近畿地方の五ケ国に官営の氷室が21室設けられ，氷利用の期間や量が皇族の身分等によっ

て規定されている21）。その用途は明記されていないが，飲食用と喪葬用および儀式用に用いら

れたらしい。清少納言の「枕草子」の四十二段には「削り氷にあまづら入れて」とあるように，

甘味料を加えたかき氷の描写がでてくる。古代の夏場の氷は貴重なものであったと思われるが，

東大寺の役人が市場で氷の購入をしていた（天平宝字４年（760））ようでもあるので，民営の

氷室も存在したものと考えられる（井上薫「都祁の氷池と氷室」）19）。確かなことは，奈良時代

や平安時代には氷室が存在し，夏場の氷利用が行われていたことである。しかし，その後，鎌

倉時代や室町時代，戦国時代へと時代が下ると，官営氷室の運営自体が困難となり，15世紀に

は宮中への進氷の機会は四月一日と六月一日あたりに限定されてほそぼそとした営みになって

くる（「康富記」22）川村和正氏私信）。

中世後半の中央での混乱は，夏場の氷利用をかなり制限するようになるが，江戸時代初期の

徳川家康が征夷大将軍に任官した時期以降，後述するように徳川家康関連の記録23-25）に六月

朔日の祝いや献氷，賜氷の記載が見られるようになる（川村氏私信）。この旧暦六月朔日の氷

の儀式は，氷室の節句とか氷室の日という形で江戸時代の年中行事になっていくわけであるが

（「東都歳時記」天保９年（1838））26），宮中での六月朔日の行事との関連は明確ではない。「孝

徳天皇の御代（六百五十年）朝廷で陰暦六月一日に群臣に氷を賜ったことも太政官符に記載さ

れている」と成島嘉一郎著「天然氷」27）（昭和48年）にあるが，典拠不明である。しかし，

「慶長日件録」23）という舟橋秀賢が書いた日記の慶長11年（1606）六月一日の記事に「戊戌，

斎了，伏見へ行，巳刻，前大樹御対面，従濃州伊吹山，氷令進上，於御前各賜之，今朝禁中へ

御進上云々」とあり，著者（舟橋）が伏見城の前大樹（徳川家康）に挨拶に出向いた折り，濃

州の伊吹山産の氷の献上があり，御前で氷を頒賜されるとともに，家康から御所へ献上されて

いたと読める（川村氏私信）。「徳川実記」24）や「駿府政事録」25）には徳川家康が六月朔日を

特別の日として賀し，慶長17年から19年にはこの日駿府に出仕した群臣に富士の氷を配ったこ

とが記載されている。このことから，江戸時代初期には，六月朔日がめでたい日であるという

特別な日に意識され，また氷の頒賜や献上が行われる儀式としての雪氷利用が行われる日とし

て認識されていたと考えられる。江戸時代の幕藩体制の確立とともに六月朔日が氷室の節句と

か氷室の日といった特別な日として位置づけられ，各藩の氷餅の将軍への献上や徳川家と姻戚

関係を持つようになる加賀藩前田家の雪氷献上につながっていったものと思われる。このよう

にみると，金沢における氷室の日は江戸幕府との関係で特別な日であり，そこで祝いの氷とし

て用いられる雪氷は，儀式の上での象徴的な意味をもっていたものと考えられる。藩政時代の

金沢では，夏場の雪氷はあまり実用的なものとは意識されていなかったのかも知れない。
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近代金沢の氷室と雪利用

一方，江戸時代末の凍雪の利用から伺えるように，金沢を含めた北陸地方では，残雪を利用

することはささやかにでも一般に行われていたと考えられる。北陸では，ちょっとした工夫で

夏場まで雪を保存することは容易であるので，需要さえあれば大量の雪氷の供給も可能とする

潜在的能力を持っていると言える。

社会機構の変わった明治時代には，交通の発達に伴い物資や人の交流が盛んになり，西洋文

化の流入も加わり，氷の利用が東京や大阪での都市部で盛んになる。主に医療面や冷蔵需要で

アメリカのボストン氷が輸入されるようになると，日本各地で天然氷の供給が試みられるよう

になる。中川嘉兵衛の函館氷が商業的に成功すると，さまざまな用途で氷の需要が爆発的に拡

大していく20）。

金沢を含めた北陸地方では，天然氷の生産はできないが，そのかわりに冬季間の積雪を保存

し，それを夏季の利用に供する試みが行われるようになる。たとえば富山県の黒部では平野部

に巨大な雪山を築いて，夏場の鮮魚輸送の冷蔵材として雪を利用している5）。金沢では，図２

に示されているように小立野台地上に多くの巨大な氷室が営まれたが，この用途は主に小立野

丘陵上に位置する陸軍病院（国立病院）や金沢医科大学病院の医療用需要に対するものであっ

た（北島「金沢の氷室」）4）。また，寺町台や尾山神社周辺，八坂神社境内の氷室は，隣接する

茶屋街や生鮮市場の飲食冷蔵用需要に対するものであったと考えられる。このような近代金沢

の氷室は，冬季間の農閑期の雇用を生み出していたわけだが，昭和期の戦時体制下での労働力

の調達困難や衛生面での飲食用途への規制，機械式氷の導入や家庭用の電気冷蔵庫の普及など，

時代の変化に伴ってその役割を終えることになる4,6）。

４．金沢の氷室の謎

ここで，金沢の氷室に関わる事柄の中でいくつかの疑問点を論考する。

①雪室なのになぜ氷室と称するのか

金沢では，金沢城玉泉院丸の氷室や明治期以降の旧市街地丘陵上に多くの氷室が営まれたが，

この「氷室」と称しているものは冬季間の雪を貯蔵した穴蔵である。北陸の他の地域では，雪

室や雪穴，雪山，雪しかなどと呼称されることが多く，「氷室」と呼称するのは金沢周辺に限

られるようである。氷室といえば，日本書紀や延喜式の官営氷室のごとく冬の天然氷を氷池か

ら切り出して保存する施設のことをいうのが一般的である。なぜ雪の貯蔵施設を金沢では「氷

室」称するのであろうか。

奈良時代や平安時代には氷室が存在し，宮廷における夏場の氷利用が行われていたことは確

かであるが，鎌倉時代や室町時代，戦国時代へと時代が下ると，官営氷室の運営自体が困難と

なり，15世紀には近畿地方の氷室は宮中への進氷の機会が限定されて，ほそぼそとした営みに

なってくる22）。しかし，江戸時代には六月朔日は，徳川幕府が幕藩体制の中で氷を介した祝い

の日として位置づけ，氷室の日とか氷室の節句として庶民を含めた年中行事になった26）こと

はすでに述べた。六月朔日が，民俗学的考察や地域史において言及がなされているように，暑

い時期の節目として歯固めやイリガシ盆などの祝いの日と一般に位置づけられていたことも大
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きく関係していると考えられる14,28-29）。上述したように，金沢城玉泉院丸の氷室は元禄６年に

設けられたとされる。江戸時代に将軍家へ加賀藩から氷の献上がなされたとか，藩主が雪氷を

召し上がるなどと広く喧伝されたとすると，金沢の一般の人々にとって六月朔日は「氷室」と

いう言葉とともに特別に意識された日であったであろうし，金沢では六月朔日の氷室の日と雪

を強く結びつけることになったと思われる。すなわち，金沢の氷室のルーツが藩政時代にある

とすると，その貯蔵雪の用途が氷室の日に儀式用の素材として扱われたため，雪を貯蔵してい

るにもかかわらずその穴蔵を「氷室」と呼称するようになった，と考えるのが上述の疑問に対

するひとつの解釈となろう。

②金沢から江戸に雪を運んで献上したのか

金沢から江戸に雪を運んで，加賀藩から将軍家に献上したとされる。このことは，加賀藩の

公式文書には現れてこないため，その実態は明確ではない。随筆家の井上雪による「金沢の風

習」30）（昭和53年（1978））には，老舗のご主人の話として「むかし天然氷は筵と笹の葉で幾

重にも包んで，二重の桐の長持ちに納め，八人の剛力脚夫によって昼夜走り続け，四日間百二

十里の道を江戸藩邸まで送り届けられた」とあるが，郷土史家の日置兼による「加能郷土

辞彙」31）（昭和17年（1942））にも，「藩政の時六月朔日を氷室の朔日といひ，江戸邸から氷を

将軍に献上した，この氷は，金沢に於いて貯蔵したものを二重の桐長持に容れ，八枚肩の脚夫

によって江戸に急送したのである。藩侯も亦氷を喫し，近臣にも之を賜与した。」と同様な表

現が見られる。しかしそれ以前の文献には，上述の前田家の古老の聞き書き13）（大正15年

（1926））以外に有力な言及が見当たらない。藩の公式文書を明治期に整理した森田平次の

「金沢古蹟誌」7）（明治24年（1891）頃の著作）には，将軍家への氷献上や輸送の関連をうかが

わせる記載はない。「改作方舊記」15）の倉谷四ケ村の献氷記事は貞享・元禄年間（1700年前後）

に集中しているが，そこには六月朔日の朝早く運び込んだとか，城内の氷室の氷が残らなかっ

たので急きょ持ってくるように命じられたり，手間取って融けてしまったとかの，金沢城での

雪氷利用に限定されているとしか思えない記述になっており，将軍家献上に関する雪氷輸送や

そのための利用の痕跡は認められない。

では，加賀藩の将軍家への献上や雪の輸送の話は確認できないのかといえば，そうではない。

天保９年の「東都歳時記」26）には，六月朔日として「氷室御祝儀（賜氷の節）加州候御藩邸

に氷室ありて今日氷献上あり。」と記載されている。このことは当時（すくなくとも1800年代）

江戸では評判の行事であったようで，見物人が氷献上の道に鈴なりになったとか，川柳などに

も詠まれている。明治25年（1892）の「定本江戸城大奥」32）には江戸城に勤めていた人たち

への聞き書きが記録されており，「加州家より氷室の献上あり。女中一同へ分け下さる。此の

献上物始めお広敷に着して，ここにて荷を解きほどき，御前には器に入れて差し出すが故に，

荷造りは如何にして其の氷の解けぬ様構へしやを知らず。また氷とは申せ，是は雪塊にて，土

中に埋め置きし物なればにや，土芥などの打ち雑りて頗る清からず。されば御台所はお手を付

けず分け下さるゝなり。」とある。ここに記載された出来事が何年のことかは不明だが，江戸

には無いはずの雪が運ばれて来ていたことは明確に確認できる。

ここで，将軍家に献上されたのが雪で，しかも土芥が混ざり込んだ雪であるという点につい

て考察を加える。受け取った将軍家にとっては，「清から」ぬ雪では，いくらなんでも口に供
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する飲食用には使うことをためらったであろう。しかし，北陸に降る雪は，多かれ少なかれ，

融けるときには雪の表面が黒ずんでくることから分かるように，小さな固形物質（浮遊塵）が

含まれている。特に季節風が強い春先には，黄砂現象で細かな大陸の砂が降ってくることは北

陸に住む人間の体験するところである。そしてこの黄砂現象に関連していると思われる赤い雪

が降ったという記録が，藩政期に認められる。たとえば，「加賀藩史料」33）第５編の寶永６年

（1709）正月に「金澤に紅雪を降らす，［前田家雑録］一，寶永五年十二月より翌年正月四日・

五日に至，金澤深雪，其内紅雪交り降事二・三寸，御城下も如斯。又同正月廿八日，紅雪交り

一・二寸降也」，又，「鶴村日記」3）の文化７年（1810）１月18日に「晴天，午後俄に荒天とな

り黄赤色々雪降る事三分斗夫より或晴又ハ降夕暮迄天色黄也」とある。さて，金沢では氷室の

日には氷の祝いをするとともに謡曲や能の催しが行われていた。謡曲の演目の一つに「氷室」

があり，その内容は氷室のいわれを神の化身の翁が語るのであるが，その中に「それ仙家には

紫雪紅雪とて薬の雪あり」34）との文言がある。歴代加賀藩主は屋敷に能舞台をしつらえ，能

のことに詳しかったはずなので，赤い雪が降ったと聞けば，仙薬を連想し，その雪を氷室に保

管して六月朔日に将軍家に献上したとしてもおかしくはないと考えられる。もしそうであった

とすれば，残念なことに迷惑がられて終わったということになる。

雪氷の輸送については，簡単な氷の融解実験を行ったので，その結果をもとに考察する。写

真は，加賀市の中谷宇吉郎雪の科学館の屋上入口前で，2004年８月７日に各４kgの市販氷５

個を用いて融解状態を時間とともに調べた時の様子である。各氷は木製テーブルの上に３cm

角の角材二本の上に載せて置いてある。日射にさらされる状態の試料が２個と，アルミ箔を貼

った段ボールで日射を遮った状態の試料が３個である。気温は日陰で31℃程度であった。日射

にさらされる氷試料は，①裸氷と②白い木綿タオルを巻き付けた氷である。日射を遮った氷試

料は，③裸氷と④白い木綿タオルを巻いた氷，および⑤保冷箱（２cm厚発砲スチロール）に

納めた木綿タオルを巻いた氷である。

図４に示された氷試料の残存重量変化を見ると，①の日射下の裸氷が２時間半で消失してい
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写真 氷の融解実験風景（2004年８月７日，加賀市の中谷宇吉郎雪の科学館入り口前）。

右から①日射裸氷，②日射木綿タオル巻氷，③日陰裸氷，④日陰木綿タオル巻

氷，⑤日陰保冷箱内に木綿タオル巻氷の順で設置した。



る。③の日陰での裸氷がその次に減少著しく，日射下でも②のタオルを巻いた氷の減少は意外

に少なかった。④や⑤は，巻いたタオルや断熱材が，融解の程度を低減することを示している。

一般に氷の融解は，外部からの熱エネルギーの流入により生じ，放射，対流，伝導の三つが主

要な熱伝達の要因になる。上述の結果から，氷の融解を強く促進している一番の要因は，対流

による暖かい空気の供給と接触した空気との熱伝導であるといえる。その次の要因として日射

が挙げられるが，寄与の度合いは対流ほどには大きくない。なお，タオルが巻いてあると０℃

の融解水が氷表面に滞留するためか，暖かい空気に接したときの熱伝達が気化熱等の熱の消費

によって制限されるようである。簡単な計算によれば，60kgの雪（表面積1.5m2）を20cm厚さ

の断熱材（熱伝導率0.1W/mK）の箱に入れて外気温が30℃とした時，５日間で約半分の30kg

が融けることになる。もちろん，気化熱を有効に使えば，もっと融ける量を抑えることができ

る。したがって，雪氷は適切な断熱密封容器に保管して熱の流入や空気の対流を制限し，融解

水が氷体表面付近に滞留するようにして融解水の気化熱による奪熱効果を効率的に利用するよ

うな工夫をすれば，夏場でもかなり融解を押さえることが可能であるという結論になる。藩政

時代に金沢から江戸まで雪氷を運んだのかという疑問に立ち返ると，量を十分確保した雪氷を

むしろや木の葉のような保水性のよい材料で包んで「二重の桐長持ち」30-31）のような断熱性の

よい容器に入れて運べば，夏場でも江戸まで搬送することは可能であると思われる。

金沢から江戸への夏場の雪氷の輸送は十分ありえたことだといえる。しかし，前田家の古老

の話13）にあるように，実際に輸送したとしても，「大変ご苦労なこと」であるので，さまざま

な事情から毎年繰り返して行うほどのものではなかったろうし，気温の低い冬季に江戸の藩邸

の氷室に搬入したほうが，合理的であることは言うまでも無い。冬季に金沢から江戸に運ぶこ

とにしても，経路を考えれば，なにも雪の多い地域を通って金沢から雪を運ぶようなことをし

たであろうか。運ぶのであれば，途中の豪雪地域や山中から雪を調達した方が合理的であった

と思われる。ここで注目したいのは，分家である上州七日市藩の前田家の存在である。金沢と

江戸を結ぶ上街道に隣接する位置にあり，加賀前田本家とのさまざまな関係から雪の輸送に関

与できたものと考えられる。今後の研究課題として関心がもたれる。

③兼六園の氷室跡は本当に氷室があったのか

兼六園南東隅の山崎山の南東側に「氷室跡池」があり，藩政期にこの場所に（氷室の）窖が
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図４ 氷の融解実験の経過時間－残存量のグラフ。日陰気温は31℃。



設けられたとされている。しかし，その根拠としては，明治27年（1894）の「兼六公園誌」9）

に記載された言及があるだけで，藩政期の文書等にそれに関する言及は確認されていない。兼

六園管理事務所長を長く担当された下郷稔氏の「兼六園歳時記」35）（平成５年（1993））には，

「兼六園の氷室跡は明治以降から，昭和の半ばにかけて庶民の氷室として使われたために，現

在のような表示となった」と推測され，藩政期に氷室として営まれたかどうかは，今後の解明

の努力が必要であろうとされている。

実際に藩政期の絵図36-38）の変遷をみると，この池は，位置や形から，竹沢御殿ができる時

期に敷地に取り込まれた，金沢城の外惣構堀の遺構と考えられる。山崎山に生えている樹木が

四百年を経ている巨大なものもあることなどから，山崎山自体が外惣構堀の土塁を流用した築

山であると思われる。下郷氏も指摘されているようにこの氷室跡池の位置は，兼六園が形作ら

れていく1830年代にも「谷」37）と記載されているばかりで，氷室として使用された痕跡はう

かがわれない。また，玉泉院丸の氷室の大きさが二間四間（3.6ｍ×7.2ｍ）程度であることを

考えると，巨大すぎる（絵図では50ｍプール程度の規模）ように思われる。田中喜男「城下町

金沢［改訂版］－封建制下の都市計画と町人社会」39）（昭和58年（1983））によると，江戸時代

初期には外惣構堀などの金沢城の堀の管理は厳格を極め，雪の排雪さえも制限されたが，時代

が下ると除雪された雪はすべて城内の堀や惣構堀・用水・河川に捨てられるようになったとい

う。小立野台上の外惣構堀が竹沢御殿の敷地に取り込まれて孤立した池になったとき，その池

を雪捨て場のように使っているうちに，夏場まで残った雪を氷室の日の雪氷として用いたこと

もあって氷室と呼ぶこともあったのだろうか。普通，雪の貯蔵施設には適切な排水機能が求め

られるものであるが，この池の底部にはそのような施設が設けられているのであろうか。また，

兼六園の山崎山の南側は，当然に日当たりが良好な場所になるので，雪を貯蔵する氷室の適地

とは言いにくい。このことは玉泉院丸の氷室にも言えることで，たとえば氷は陰の気があるの
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図５ 天保15年（1844）頃「兼六園図」40）の山崎山付近の部分を模写トレースした

図。山崎山の南側埋め立て地に三間四方程度の構造物がある。



で日当たりのよい場所に設置するといった，なにか陰陽五行説のような思想的背景があったの

であろうか。疑問は尽きない。

ところで，興味深い絵図40）（兼六園図，金沢市立玉川図書館臓，天保15年（1844）ごろ）が

ある。兼六園が形作られる過程で竹沢御殿が破却されるのであるが，この兼六園の巨大な霞ヶ

池がつくられた頃の絵図に，山崎山の南側の池と辰巳用水導入路に挟まれた場所に四角形の構

造物が記載されている（図５，関連部分の模写トレース図を示す）。池を山崎山側に６分の１

程度埋め立てた場所につくった，大きさとしては三間四方程度の構造物で階段らしきものもう

かがわれる。単なるあずま屋なのかもしれないが，氷室の可能性もあるので今後の検証を待ち

たい。

５．まとめ

金沢の氷室が雪を保存しながら「氷室」と称されることに関しては，徳川将軍家と加賀前田

家との特殊な関係における氷室の日の儀式用の素材として使われる雪氷であるため，その雪を

保存する施設が氷室と呼び習わされたものと考えられる。このことは，北陸地方の他の地域の

雪貯蔵施設が雪室，雪穴，雪山，雪しかなどと呼び習わされ，「氷室」と呼ばれないことから，

金沢近辺だけの特殊性である。

金沢における雪氷利用は，前田利家が金沢に入城した安土桃山時代の1584年まで遡れる可能

性がある。その場合には，それ以前の佐久間盛政の金沢支配や尾山御坊の時代の氷利用の可能

性も否定できない。藩政時代の雪氷利用は，氷室の日の祝いの素材としての雪氷，すなわち儀

式としての雪氷の用途が主であった。しかし，江戸時代後期には夏場の飲食用の用途も散見さ

れるようになる。明治以降の夏場の雪氷利用は，生活様式の変化や交通の発達により種々の用

途が現れ，爆発的な需要が生じている。そのため，雪を貯蔵した氷室の規模は，藩政期金沢城

に設置されたものに比べて，巨大なものとなり，その旺盛な需要に応えていく。金沢における

明治以降の雪氷利用は，陸軍病院や医科大病院による医療・研究用といった官需と，料亭の飲

食用・冷蔵用や鮮魚店の冷蔵用といった民需が主なものであった。このような金沢の近代の雪

利用は，天然氷と異なり，雪が衛生上不利な混在物を避け得ないため法令上の規制の対象とな

りやすく，また，機械式製氷の導入や電気式家庭用冷蔵庫の普及などの時代の変化で衰微を余

儀なくされた。石川県では雪氷を貯蔵する氷室は，飲食冷蔵用途と思われる山代温泉や加賀市

街地北部，医療用途の松任，漁港での鮮魚類の冷蔵用途の七尾周辺などにも営まれたとされる

が，徐々にその詳細は分からなくなっている。

金沢から江戸に将軍家への献上のために雪氷が運ばれたかどうかについては，藩の公式文書

で確認できないことではあるが，明治以降のいくつかの聞き書きからは，江戸に無いはずの雪

が届けられていることや，伝えられる二重構造の桐長持ちなどで断熱に配慮すれば可能なこと

なので，十分ありえた話である。また，江戸藩邸の氷室の存在は冬季間の雪の搬入の可能性を

示唆し，金沢と江戸を結ぶ経路上に位置する前田家の分家の上州七日市藩の存在も，一定の役

割を果たした可能性がある。今後の研究が待たれる。
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